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1．研究の背景

　近年、衣服による子どもの窒息事故が起こり、
子ども用衣料（ひもの安全基準）の JIS が制定公
示されたことは記憶に新しい（平成 27 年 12 月）。
経済産業省がこれに関するリーフレット（1） を発
行している。しかし、子どもの衣服の安全性は、
紐の長さのみを整えればよいものではない。被服
形状の他にも、アレルギーなどで起こる皮膚のト
ラブルや着衣摩擦や着衣着火などの事故防止のた
めに、繊維素材が何であるかにも気を配る必要が
ある。特に、着衣着火の場合、繊維の種類によっ

ては、火が直ぐに消えないものや、鎮火しても溶
解が止まらないものもあり、大変危険である。実
際に、国民生活センターに寄せられた事例（1993）
には、花火の火が浴衣に燃え移り火傷した 5 歳児
のケース（2） などがあり、子どもにおける着衣着
火の事故も報告されている。
　このような状況に鑑み、子どもの健康や安全を
守る教育者・保育者を中心に子どもの衣服に関す
る安全教育を実施する必要性があると考えられ
る。
　子どもの衣服の安全性については、養育者や保
育者・教育者が意識し、日々の生活において、適
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切な対応をおこなう必要がある。しかし、衣服の
安全性についてはほとんど意識されないままに生
活が営まれている。高校生以上の学生を対象とし
た調査（前田・野口、2014）（3） によると、衣服を
購入時の視点を「素材」とする男子大学生は
13.7％、女子学生は 7.5％で、繊維素材を気にし
ているものは少ないことが分かる。また、大学生
の調査（小林・鈴木、2017）（4） では、繊維の知識

（長所・短所）、生地の接触判別の正答率が低いこ
とが明らかになっている。これらのことからも大
学生の繊維素材への関心が低いことが分かってい
る。さらに、アレルゲンを取り除いた衣料の認知
度に関する研究（成瀬、2006）（5）では、「肌にや
さしい衣服」を認知している女子大学生は 42.6％
で、半数近くが知っていることが明らかになって
いるが、実際に使用したものは 4.7％と少ない。
繊維素材の関心もさることながら、自身が身に付
ける衣服の安全性を考慮していない様子がうかが
える。このような状況において、保育や教育を行
う状況になった場合に、十分な知識がないままお
こなうことになり、その場合、何かしらの危害が
発生する可能性は否定できない。
　総務省消防庁によると、平成 28 年度の主な着
火別出火数のもっとも多い着火物は、「枯草」4,857
件（13.2％）であった。衣類については、1,157
件（3.1％）であったが、寝具 1,226 件（3.3％）、
繊維製品 997 件（2.7％）といった布製品を合わ
せると 10.1％になる（6） と報告されている。このよ
うな事故を未然に防ぐためにも多くの人が衣服の
安全性を考えることや、着衣着火の危険性を理解
することが必要である。

2．研究の目的

　複雑化する混紡繊維やデザインの衣服か溢れる
中で、子どもの健康や安全を守る教育者・保育者
が衣服の安全性について考慮することは必至であ
る。また、子ども自身も自分たちが来ている服の
繊維の種類について知ることや燃焼時の危険性を
認識する必要がある。そのため本研究では、着衣

着火の危険性が分かりやすく伝わるような教材を
開発することを目的としている。そして、制作し
た教材を用いてワークショップを行い、参加者の
反応や手応えを見ることとする。

3．教材の作成

⑴　方　法
　着衣着火の危険性を燃え広がり方や溶けた繊維
が粘着する様子で表したいと考え、それに適した
布や軸を吟味した。
　布（繊維）の種類は、綿、毛、ポリエステル、
フリース（ポリエステル）、綿とポリエステルの
混紡の 5 種類である（表 1）。

　軸の材料は、人工腸詰めウインナーソーセージ
と中身だけを取り出したもの、鶏肉の手羽先の 3
種類を使用した。3 種類の軸は、使用する前に常
温に戻し、水分や油分をペーパーで拭き取った。
　燃焼は、周囲に火が移らないようにトレイの中
で実施した。軸を立てるために、油粘土にアルミ
ホイルを巻き、竹串に刺した軸を立てた。

⑵　結　果
　繊維の燃焼実験については、学校教育の家庭科
で行われているが、今回の教材は着衣着火の危険
性を啓蒙したいため、少しでも人体への影響を感
じ取れる燃焼のさせ方にこだわり、軸になる材料
を検討した。当初は、ウインナーソーセージの人
工腸の膜が破裂するであろうと予想し、用いる予
定であったが、着火燃焼後も無傷であった。人工
腸の膜を取り除いた軸は、少しだけ黒く焦げた箇

表 1　教材試作用実験生地

生地（繊維名） g/50cm2

市販生地ブロード（綿） 25.2

市販生地不織布（毛） 81.4

実験用布（ポリエステル） 12.8

市販生地フリース（ポリエステル） 59.2

実験用布（綿とポリエステルの混紡） 26.2
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所が見られたが、最終的には適しないと判断し
た。鶏肉の手羽は、色が白いせいもあり黒く焦げ
た部分が目立ち、鶏肉の手羽先が適していると判
断した（写真 1）。
　それぞれの軸に、8cm の正方形に裁断した生
地（繊維）を被せ、綿糸を巻いて固定し、燃焼し
た。ポリエステルやフリース（ポリエステル）は
合成繊維なので、火を近づけても溶け始め、直ぐ
に炎があがらない。また、実験用布のポリエステ
ルは厚みがなく、布（繊維）の量が少ないため、

溶けた繊維が流れ落ちる様子が分かりづらい結果
となった。植物繊維でできた綿は勢いよく炎が上
がり、直ぐに燃え尽きた。これらの結果では、危
険性が伝わりにくい。また、軸に布を被せる準備
についても固定しづらく、時間がかかる結果と
なった。
　そこで、布の中心に 1cm 程度の穴を空けた状
態で軸に被せることにした。また、より普段洋服
を来ている様子を表現するため、布を 8cm 程度
の円形に裁断し、裾や袖口がイメージできるよう
にした。
　家庭科で行う燃焼実験は、繊維の特徴理解を目
的としているため、単一の布（繊維）を燃焼する
が、今回は、2 枚の布を重ねた状態で燃焼実験を
行うことで、普段の着装に近い状態を表現した。
　燃焼の組合せと結果は、表 2 のとおりである。
1 枚で行った実験からも予測できるとおり、内側
がポリエステルであると着火に時間がかかるた
め、綿および綿とポリエステルの混紡が適してい
ることが分かった。また、外側の布が毛だと天然
繊維のため、溶ける様子が観察できないため、ポ
リエステルが適しており、ポリエステルについて写真 1

表 2　組合せと燃焼の様子

外側
内側

市販生地不織布
（毛）

実験用布
（ポリエステル）

市販生地フリース
（ポリエステル）

実験用布
（ポリエステル）

布が縮れるように溶け始めるが、
炎は見られない。火を離すと鎮
火、黒煙が上がる。

市販生地不織布
（毛）

綿に着火後、ウールも炎を
上げて燃え始める。白煙が
見られる。火を離しても炎
は鎮火しない。

綿に着火後、ポリエステルも炎を
上げて燃え始める。ポリエステル
が溶け始め黒煙が見られる。火を
離しても炎は鎮火しない。

実験用布
（ポリエステル）

綿に着火後、ポリエステルも炎を
上げて燃え始める。ポリエステル
が溶け始め黒煙が見られる。火を
離しても炎は鎮火しない。

綿に着火後、ポリエステルも炎を
上げて燃え始める。ポリエステル
が溶け始め黒煙が見られる。火を
離しても炎は鎮火しない。

市販生地フリース
（ポリエステル）

綿よりも着火に時間がかかるが、
直ぐにポリエステルも炎を上げて
燃え始める。火を離しても鎮火せ
ず、黒煙を上げて燃える。火を離
しても炎は鎮火しない。
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も実験用布では分量が少ないため、厚みのあるフ
リースが適していた。
　今回、普段の着装を想起させたいため市販の綿
も使用したが、柄があると炎の様子が見づらいこ
とが分かり、綿は白色（実験用布）が適している
ことも分かった。
　以上の実験結果から、危険性が伝わりやすい教
材として、①軸は皮膚へのダメージを伝えるため
に鶏肉の手羽先、②燃え広がりや溶解が伝わりや
すいように外側フリース、内側白色の綿の 2 枚重
ね、③普段着ている服の袖や裾を想起できるよう
にするため円形に裁断した布が適していると結論
づけた（写真 2）。

4．ワークショップ

⑴　目　的
　2018 年 6 月に着衣着火のワークショップを開
催し、参加者の反応から効果を検証し教材を開発
するための資料を得る。

⑵　方　法
　子どもから成人を対象とし、開発した教材を使
い燃焼のデモンストレーション視聴を含めた燃焼
実験ワークショップを同日 3 回実施した。その中
で燃焼実験のワークシートの記入（子ども対象）
および参加アンケート（大人対象）も行った。
　ワークショップは、4 つのパートに分かれてお
り、①着衣着火の説明、②前述した教材を使用し

たデモンストレーション、③燃焼実験およびワー
クシートの記入、④参加者アンケートの流れで
行った（表 3）。

　着衣着火の説明では、着衣着火という言葉の意
味と、それが危険であるという内容の説明および
布の燃え方が繊維によって異なることをポスター
および口頭で説明した。内容は図 1、図 2 の通り
であった。

写真 2

表 3　ワークショップの流れ

内　容 概　要

①着衣着火説明 参加者は、ポスターの掲示を見な
がら口頭での説明を聞く。

②着衣着火デモンス
トレーション

制作した教材で着衣着火のデモン
ストレーションを実施し、参加者
は参観する。

③繊維の燃焼実験 参加者の着ている繊維を中心に参
加者各自で燃焼実験を実施する。
ワークシートを記入する。

④参加者アンケート グループで l 枚の参加者アンケー
トを記入する。

図 1　着衣着火ポスター

着衣着火（ちゃくいちゃっか）とは
・りょうりをしている時のコンロの火や、ぶつだんの

ろうそくの火、花火の火などが、きている服につい
てもえることを「着衣着火（ちゃくいちゃっか）」
と言います。

・ちょっとしたミスで、おきてしまいます。
・やけどをしたり、死んでしまうこともあります。
・とてもきけんですが、あまり知られていません。
・まいとし、着衣着火（ちゃくいちゃっか）によって

全国でやく 100 名の人がなくなっています。

図 2　布の燃え方ポスター

布（ぬの）のもえかた
・みんなの着ている服（ふく）は、いろいろな布（ぬ

の）でできています。
・布（ぬの）によって、もえかた（火のつきやすさ、

とけやすさ、もえた時のにおいなど）がちがい 
ます。
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　デモンストレーションは、もっとも危険性が伝
わる外側にフリース、内側に綿の組み合わせでデ
モンストレーションを行い、参加者に視聴しても
らった（写真 3）。

　燃焼実験で準備した繊維の種類は、12 種類
（綿、毛、麻、絹、アセテート、キュプラ、綿・
ポリウレタンの混紡、ポリエステル、ナイロン、
アクリル、綿・ポリエステルの混紡）で、5cm×
1cm に裁断したものを使用し、主に参加者が着
ている服と同じ素材を燃焼させるという実験内容
であった。

⑶　結　果
1）　参加者人数

　ワークショップの参加人数は、42 人（子ども
29 人、大人 13 人）であった。

2）　デモンストレーション
　燃焼実験のワークシート（図 3）内にデモンス

トレーションの感想記入欄を設けた。29 人（未
就学児 7 人、小学生 12 人、未記入 10 人）中 22
人が感想を記入していた。なお、未就学児につい
ては、大人が代筆していた。内容を分類したとこ
ろ、「見た目の様子」「注意・恐さ」「におい」「そ
の他」に分けられた（表 4）。

表 4　デモンストレーションの感想（n=22）

内　容 人　数 ％

見た目の様子 14 63.6

注意・恐さ 6 27.2

におい 5 22.7

その他 4 18.2

＊一人の感想に複数含まれていることもあるため、合計
は回答者数とは一致しない。

　内容がもっとも多かったのは、「見た目の様子」
で、「意外に燃える」「思ったより燃える」のよう
な簡単なものから「洋服が溶けてあんなに黒く
なって落ちる。」「上のところはだいたい焦げてい
たけど、下の所は色が残っているところもあっ
た。」と細かく観察した様子の記入が見られた。

3）　燃焼実験
　参加者が着ている服の素材を中心に実験する布
を選び燃焼実験を行った。様子は、写真 4、写真
5 のとおりである。
　参加者は、燃焼実験のワークシートにデモンス
トレーションの感想を記入後、燃焼実験の記録を
取り、燃焼実験の感想を記入した。
　参加者が使用した布を多い順に並べ表 5 に示し
た。なお、ワークシートの記入欄が 4 枠のため、

写真 3

図 3　ワークシート   
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一人おおよそ 4 枚の繊維の燃焼実験を行った。綿
がもっとも多く 17 人が実験した、次いで綿の再
生繊維であるレーヨンが多く、3 番目にポリエス
テルが多かった。これらは、参加者にとって日常
身に付けているか、身近と感じる繊維名であるこ
とが推測された。
　燃焼実験の感想は 21 名が記入した。内容は表
6 のとおり「面白い・楽しい」「観察」「注意・恐
い」「その他」に分類できた。さらに「観察」に
は「燃え方」「におい、煙」「速度」があった。年
齢に関係なく約半数が実験が楽しかったことを記
入していた。「観察」の「燃え方」や「におい・
煙」について記入したのは、9 歳以下の子どもで
あった。これは、ワークシートの記録覧に「火を
近づけたとき」「燃え方・けむり」「におい」とい
う覧を設けていたからだと考えられる（図 3）。
しかしワークシートの欄になかった「速度」につ

いて、3 名が記入していた。その 3 名はすべて 9
歳以上で、「布によって、燃え方もスピードも
違った。火事が起きないような布はないのかなと
思った」のような記述があった。

4）　参加者アンケート
　グループに 1 枚記入してもらった参加者アン
ケートの結果は、「着衣着火という言葉を知って
いましたか」の問に、「はい」と回答したのは 11
グループ（61.1％）で、約 6 割の参加者が「着衣
着火」という言葉を知っていることが分かった。
また、「日常生活で、着衣着火がおきないように
どの程度気をつけていますか」の問に、「気をつ
けていない」が 3（16.7％）グループ、「あまり気
をつけていない」が 8（44.4％）グループで、気
をつけていないグループが 6 割程度いることが分
かった。「着衣着火」という言葉を知っている 11
グループが、どのくらい気をつけているかをみる
と、「気をつけている」グループはなく、「ある程
度気をつけている」が 5 グループ、「あまり気を
つけていない」が 5 グループ、「気をつけていな
い」が 1 グループであり、「着衣着火」という言
葉を知っていても気をつけているとは限らないこ
とが分かった。
　今後注意したいことについて、「服の裾などに
注意する」「袖や裾に火が付かないように気をつ
けたい」「化繊の服が燃えると肌に付くと知り

（後略）」など服の形状や溶解についての気づきが
見られた。また、参加の感想からは、「布は全部

表 5　使用した実験布（n=22）

繊維名 人数 ％ 繊維名 人数 ％

綿 17 77.3 アセテート 9 40.9

レーヨン 15 68.2 アクリル 7 31.8

ポリエステル 14 63.6 綿・ポリウレ
タン

6 27.3
麻 11 50.0

毛 11 50.0 キュプラ 4 18.2

綿・ポリエス
テル

10 45.5 絹 4 18.2

ナイロン 4 18.2

写真 5

表 6　燃焼実験の感想（n=21）

内　容 人数 ％

面白い・楽しい 9 42.9

観　

察

燃え方 7 33.3

におい・煙 4 19.0

速度 3 14.3

注意・恐い 5 23.8

その他 4 19.0

＊一人の感想に複数含まれていることもあるため、合計
は回答者数とは一致しない。
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同じと思っていたが、煙の量や燃え方が違う」
「聞くのと見るのでは大違い」「ドロドロ溶けるの
は怖いと思った」「衣服に着火したとき、燃え方
が非常に早い」など繊維へ関心が高まり、着衣着
火の危険性も伝わったことが分かった。

5．まとめおよび今後の課題

　着衣着火の危険性が伝わりやすい教材として、
日常の着装が想起でき、肌へのダメージが伝わ
り、着火が早く、炎や溶解している様子の観察で
きる教材を検討した。検討結果から、軸に鶏の手
羽先、円形に裁断した布の中央に穴を開け、2 枚
の布を重ねて被せ綿糸で固定、布は内側に白い綿
と外側に厚みのあるフリースを使用したものが
もっとも伝わりやすいと考えた。その上で、この
開発教材を用いた親子対象のワークショップを開
催し、着衣着火の危険性を伝えるため実際に燃焼
実験を実践してもらった。
　ワークショップ参加者の感想からも、「服の袖
や裾に注意したい」と言った記述がみられ、布を
円形に裁断したことによって、十分に着装時の様
子が想起できたといえる。また、厚みのあるフ
リース（ポリエステル）を使用したことで、「ド
ロドロ溶けるのは怖い」といった溶解の様子を簡
単に伝える事ができた。さらに、内側に綿を使っ
たことで「燃え方が非常に早い」のような速度に
ついての記述もあったことから、概ね危険性は伝
わったと評価できる。また、参加者自身が繊維の

燃焼実験を体験することで着衣着火に対する理解
を深めることができたと考える。
　今後、これらの内容をより適したものに編集
し、教育者・保育者に着衣着火の危険性を啓発し
ていくつもりである。
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